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論文内容の要旨 

（和文） 

P2P ネットワークでは，ピア（Peer）がクライアントとサーバの機能を有し，ピ

ア同士が対等な立場で相互に通信を行う．P2P 技術の応用範囲は非常に広く，P2P 

データ配信，P2P 電話，P2P 掲示板， P2P 放送，P2P グループウェア，P2P 分

散ファイルシステム，P2P 仮想ネットワーク，P2P 地震情報など，多くの適用例が

生まれつつある．P2P ネットワークでセキュアな通信を行うためにピアの信頼性は

とても重要である．近年モバイル P2P の研究も行われている．モバイル P2P は従

来の P2P ネットワークと異なり，無線通信端末を利用することから，ノードの移動

耐性，アドレスの流動性， ネットワークの不安定さを考慮したリソース管理が求め

られる．P2P ネットワークの信頼性と安全性を改善するために多くのパラメータを

考慮する必要があり，NP 困難の問題となる．そのため，新しい方法，アルゴリズム

及びシステムが必要である． 

本論文では，IoT と P2P 技術に基づいた新たな知的プラットフォームを提案する．

有線 P2P ネットワークのために JXTA-Overlay P2P プラットフォームを実装し，モ

バイル P2P ネットワークのために MobilePeerDroid システムを実装する．また，

新しいパラメータを提案し， JXTA-Overlay P2P プラットフォーム及び

MobilePeerDroid システムのためにファジィ信頼性システムを実装する．実装した

知的プラットフォームは多くのシミュレーション及び実験で評価する．評価を行っ

た結果から，実装した知的プラットフォームにより JXTA-Overlay P2P プラットフ

ォーム及び MobilePeerDroid システムの信頼性は改善した． 

本論文は，次のような特色と独創的な点を有しており，本研究分野の科学技術を

発展させ，世界への貢献が期待できる．1）JXTA-Overlay P2P プラットフォームの

実装，2）MobilePeerDroid システムの実装，3）知的プラットフォームのために新

しいパラメータの提案，4）ファジィ理論に基づいた知的プラットフォームの実装と

評価，5）JXTA-Overlay P2P プラットフォームの応用と実験，6）MobilePeerDroid

システムの応用と実験．本研究の結果から，今後の P2P 及び IoT 技術の統合に関す

る見識を与える． 

 本論文は9つの章で構成する．第1章では，研究背景，目的及び論文構成を述べる．

第2章では，P2Pシステムについて述べる．第3章では，JXTA-Overlayプラットフォ

ームについて説明する．第4章ではファジィ理論について紹介する．第5章では，モ

バイルコンピューティングについて述べる．第6章では，モノのインターネットにつ

いて述べる．第7章では，二つの提案システム（JXTA-Overlay P2Pシステム及びM

obilePeerDroidシステム）について紹介する．第8章では，提案知的プラットフォー

ムの評価と応用について議論する．第9章では，結論とこの分野における今後の課題

の見識を与えて，論文をまとめる． 

論文内容の要旨 

（英文） 

In a P2P network, a peer can be a client or a server, so the peers have the same functions 

when they communicate with each other. The application range of P2P technology is very 

wide, and there are many application examples such as: P2P data distribution, P2P phone, 

P2P bulletin board, P2P broadcast, P2P groupware, P2P distributed file system, P2P virtual 

network, and P2P earthquake information. Peer reliability is essential for secure 



communication of P2P networks. Recently, there are research works in mobile P2P networks. 

Different from the conventional P2P networks, in mobile P2P networks for the resource 

management should be considered the node mobility, address mobility and network 

instability. In order to improve the reliability and safety of the P2P networks, it is necessary 

to consider many parameters, which makes the problem NP-Hard. Therefore, new methods, 

algorithms and systems are needed. 

In this thesis, we propose a new intelligent platform based on IoT and P2P technologies. We 

implement the JXTA-Overlay P2P platform for wired P2P networks and a MobilePeerDroid 

system for mobile P2P networks. Then, we propose new parameters and implement the fuzzy 

reliability systems for JXTA-Overlay P2P platform and MobilePeerDroid system. The 

implemented intelligent platform is evaluated by many simulations and experiments. Based 

on the evaluation results, the reliability of the JXTA-Overlay P2P platform and 

MobilePeerDroid system was improved by the implemented intelligent platform. 

This thesis contributes in the research field as following: 1) Implementation of 

JXTA-Overlay P2P platform, 2) Implementation of MobilePeerDroid system, 3) Proposal of 

new parameters for the intelligent platform, 4) Implementation and evaluation of intelligent 

platform based on fuzzy logic, 5) Application and experiments with JXTA-Overlay P2P 

platform, 6) Application and experiments with MobilePeerDroid system. From the results of 

this research, we give insight for the future integration of P2P and IoT technologies. 

This thesis is constructed by 9 chapters. In Chapter 1, we describe the research background, 

purpose and the thesis structure. In Chapter 2 is presented P2P networks. Chapter 3 

introduces the JXTA-Overlay platform. Chapter 4 presents the fuzzy theory. Chapter 5 

describes mobile computing. In Chapter 6, we present the Internet of Things. Chapter 7 

introduces JXTA-Overlay P2P platform and MobilePerderDroid system. In Chapter 8, we 

discuss the evaluation and applications of the implemented platform. In Chapter 9, we give 

some concluding remarks and future work. 

論文審査結果 博士後期課程知能情報システム工学専攻３年の「劉 怡」氏が提出した学位論文を審

査し，また最終試験を行ったのでその結果について報告する． 

 

博士後期課程知能情報システム工学専攻３年の「劉 怡」氏が提出した学位論文を

審査し，また最終試験を行ったのでその結果について報告する． 

 （学位論文審査の結果）： P2P ネットワークでは，ピア（Peer）がクライアント

とサーバの機能を有し，ピア同士が対等な立場で相互に通信を行う．P2P 技術の応

用範囲は非常に広く，P2P データ配信，P2P 電話，P2P 掲示板， P2P 放送，P2P グ

ループウェア，P2P 分散ファイルシステム，P2P 仮想ネットワーク，P2P 地震情報

など，多くの適用例が生まれつつある．P2P ネットワークでセキュアな通信を行うた

めにピアの信頼性はとても重要である．また，近年モバイル P2P の研究も行われて

いる．モバイル P2P は従来の P2P ネットワークと異なり，無線通信端末を利用する

ことから，ノードの移動耐性，アドレスの流動性， ネットワークの不安定さを考慮

したリソース管理が求められる．P2P ネットワークの信頼性と安全性を改善するため

に多くのパラメータを考慮する必要があり，NP 困難の問題となる．そのため，新し

い方法，アルゴリズム及びシステムが必要である． 

本論文では，IoT と P2P 技術に基づいた新たな知的プラットフォームを提案する．

有線 P2P ネットワーク（JXTA-Overlay P2P プラットフォーム）及びモバイル P2P ネ

ットワーク（MobilePeerDroid システム）のためにファジィ理論に基づいた知的プラ

ットフォームを実装し，多くのシミュレーション及び実験で評価している．評価結

果から，実装した知的プラットフォームにより JXTA-Overlay P2P プラットフォーム

及び MobilePeerDroid システムの信頼性を向上させた． 

本論文は次の特色と独創性を有しており高く評価できる．1）JXTA-Overlay P2P プ

ラットフォーム及び MobilePeerDroid システムのための知的プラットフォーム実装，

2）知的プラットフォームのために新しいパラメータの提案，3）ファジィ理論に基

づいた知的プラットフォームの評価，4）JXTA-Overlay P2P プラットフォームの応用

と実験，5）MobilePeerDroid システムの応用と実験，6）本研究の結果から今後の



P2P 及び IoT 技術の統合に関する見識を与える．  

本論文は 9 つの章で構成している．第 1 章では，研究背景，目的及び論文構成を

述べている．第2章では，P2Pシステムについて述べている．第3章では，JXTA-Overlay

プラットフォームについて説明している．第 4 章ではファジィ理論について紹介し

ている．第 5 章では，モバイルコンピューティングについて述べている．第 6 章で

は，モノのインターネットについて述べている．第 7 章では，二つの提案システム

（JXTA-Overlay P2P システム及び MobilePeerDroid システム）について紹介してい

る．第 8 章では，提案システムの評価と応用について議論している．第 9 章では，

結論とこの分野における今後の課題の見識を与えて，論文をまとめている． 

本研究の成果は，氏の博士後期課程在学期間において学術論文 4 編（第１著者 4

編），国際会議 12 編（第１著者 12 編）となっている．また，EIDWT-2017 国際会議

では“Best Paper”賞を受賞しており，本研究の新規性と有用性が認められるととも

に，国際的にも高く評価できる研究であることが分かる． 

 以上の理由により，審査委員会は本論文が学位論文の内容として適合すると判定

した． 

 

学位論文公聴会においては，論文内容に関連する種々の工学的及び技術的な質問

があったが，いずれも適切な回答を行うことができた．また，公聴会後の最終試験

においては，学位論文に関連する分野の学識を有し，今後研究を進めていくための

研究能力を備えていることが判明した．  

以上の結果から，学位審査委員会は本論文が博士（工学）の学位に適格であると判定

した． 
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